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【手続補正書】
【提出日】平成25年4月5日(2013.4.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　気体レーザシステムの、動作波長で動作する少なくとも１つの光増幅器の利得媒質にポ
ンピングエネルギーを供給して該利得媒質内に反転分布を生じさせ、増幅光ビームを生成
するステップと、
　前記増幅光ビームを、前記気体レーザシステムに関連付けられた１又はそれ以上の光学
部品に向けて方向付けるステップであって、前記増幅光ビームが方向付けられる各光学部
品は、前記少なくとも１つの光増幅器の前記動作波長を包含する波長範囲を伴っている、
ステップと、
　ガイド波長を有するガイドレーザからのガイドレーザ・ビームを、前記光学部品に向け
て方向付けるステップと、
　前記方向付けられたガイドレーザ・ビームを用いて前記光学部品を光軸調整するステッ
プと、
を含み、
　前記ガイド波長は、前記動作波長とは異なり且つ前記増幅光ビームが方向付けられる前
記光学部品の各々の前記波長範囲内にあることを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記ガイドレーザ・ビームが前記光学部品に向けて前記増幅光ビームの経路を追跡する
ように、前記ガイドレーザ・ビームは前記ガイドレーザから前記光学部品に向けて方向付
けられる、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ガイド波長は前記動作波長とは異なるために、前記ガイドレーザ・ビームは前記気
体レーザシステムの利得に実質的に寄与しないことを特徴とする、請求項１に記載の方法
。
【請求項４】
　１つ又はそれ以上の前記光学部品は前記気体レーザシステム内に存在することを特徴と
する、請求項１に記載の方法。
【請求項５】



(2) JP 2012-523705 A5 2013.5.30

　前記ガイドレーザ・ビームを前記光学部品に向けて方向付けるステップは、前記ガイド
レーザ・ビームを、前記気体レーザシステムを通して方向付けるステップを含むことを特
徴とする、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記ガイドレーザ・ビームを前記光学部品に向けて方向付けるステップは、前記ガイド
レーザ・ビームを、前記気体レーザシステムの裏側で前記反射鏡を通して方向付けるステ
ップを含むことを特徴とする、請求項４に記載の方法。
【請求項７】
　前記増幅光ビームを動作レーザビームになる程度まで増幅するステップをさらに含むこ
とを特徴とする、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　１つ又はそれ以上の前記光学部品は、前記気体レーザシステムと、前記動作レーザビー
ムが向けられる標的位置との間に存在することを特徴とする、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記ガイドレーザ・ビームを用いて前記動作レーザビームを前記標的位置に対して光軸
調整するステップをさらに含むことを特徴とする、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記動作レーザビームを光軸調整するステップは、前記ガイドレーザ・ビームを、前記
１つ又はそれ以上の光学部品を通して前記標的位置に向けて方向付けるステップを含むこ
とを特徴とする、請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
　標的時間の間に前記標的位置に標的材料を供給するステップをさらに含み、
　前記ガイドレーザ・ビームを前記標的位置に向けて方向付けるステップは、前記標的時
間の時間外に前記ガイドレーザ・ビームを前記標的位置に向けて方向付けるステップを含
むことを特徴とする、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　標的材料を前記標的位置に供給するステップをさらに含み、
　前記動作レーザビームを前記標的位置に向けて方向付けるステップは、前記標的材料に
おいてプラズマ生成を引き起こす、
ことを特徴とする、請求項７に記載の方法。
【請求項１３】
　前記増幅光ビームを用いて前記光学部品を光軸調整するステップは、気体レーザシステ
ムの初期セットアップ中に前記光学部品を光軸調整するステップを含むことを特徴とする
、請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記増幅光ビームを用いて前記光学部品を光軸調整するステップは、気体レーザシステ
ムのレーザ動作中に前記光学部品を光軸調整するステップを含むことを特徴とする、請求
項１に記載の方法。
【請求項１５】
　光学部品を光軸調整するためのシステムであって、
　各々が動作波長で動作し、各々が励起状態のときに増幅光ビームを生成する利得媒質を
含む、１つ又はそれ以上の光増幅器を有する気体レーザシステムと、
　各々が前記１又はそれ以上の光増幅器の前記動作波長を包含する波長範囲を伴う光学部
品と、
　ガイド波長を有するガイドレーザ・ビームを生成するガイドレーザと、
を備え、
　前記ガイドレーザは、前記気体レーザシステムの前記１つ又はそれ以上の光増幅器の利
得媒質が励起状態にある間に、前記ガイドレーザ・ビームが前記光学部品に向けて方向付
けられるように配置され、
　前記ガイド波長は前記動作波長とは異なり且つ前記増幅光ビームが方向付けられる前記
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光学部品の各々の前記波長範囲内にある、
ことを特徴とするシステム。
【請求項１６】
　前記ガイドレーザ・ビームは前記増幅光ビームの経路を前記光学部品に向けて追跡する
、請求項１５に記載のシステム。
【請求項１７】
　前記ガイド波長は前記動作波長とは異なるために、前記ガイドレーザ・ビームは前記気
体レーザシステムの利得に実質的に寄与しないことを特徴とする、請求項１５に記載のシ
ステム。
【請求項１８】
　前記気体レーザシステムは主発信器を有しないことを特徴とする、請求項１５に記載の
システム。
【請求項１９】
　前記気体レーザシステムの前記１つ又はそれ以上の光増幅器は前記利得媒質としてＣＯ

2を含むことを特徴とする、請求項１５に記載のシステム。
【請求項２０】
　前記ガイドレーザ・ビームは、出力カップラが配置される表側とは異なる前記気体レー
ザシステムの裏側で光反射鏡の裏面を通して方向付けられることを特徴とする、請求項１
５に記載のシステム。
【請求項２１】
　前記光学部品は、１つ又はそれ以上の前記光増幅器の内部に存在することを特徴とする
、請求項１５に記載のシステム。
【請求項２２】
　前記ガイドレーザは同位体ＣＯ2気体レーザ又は約８１００ｎｍの波長で動作する量子
カスケードレーザを含むことを特徴とする、請求項１５に記載のシステム。
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